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(注) １ 当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。 

２ 売上高には、消費税等は含まれておりません。 

３ 第27期第２四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

(企業会計基準第25号  平成22年６月30日)を適用し、遡及処理しております。 

４  第１四半期連結会計期間より、「１株当たり当期純利益に関する会計基準」(企業会計基準第２号 平成22

年６月30日)、「１株当たり当期純利益に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第４号 平成

22年６月30日公表分)」及び「１株当たり当期純利益に関する実務上の取扱い」(実務対応報告第９号 平成

22年６月30日)を適用しております。 

当第２四半期連結会計期間において株式分割を行いましたが、前連結会計年度の期首に当該株式分割が行わ

れたと仮定し、１株当たり四半期(当期)純利益金額を算定しております。 

５  潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。 

  

第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

回次
第27期

第２四半期 
連結累計期間

第28期
第２四半期 
連結累計期間

第27期

会計期間
自  平成23年３月１日
至  平成23年８月31日

自  平成24年３月１日 
至  平成24年８月31日

自  平成23年３月１日
至  平成24年２月29日

売上高 (千円) 9,621,130 10,183,805 19,576,619

経常利益 (千円) 570,850 546,548 1,151,864

四半期(当期)純利益 (千円) 381,860 558,987 624,059

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 328,384 630,996 626,434

純資産額 (千円) 3,971,402 4,804,644 4,269,452

総資産額 (千円) 13,532,324 15,326,837 14,810,026

１株当たり四半期(当期) 
純利益金額

(円) 199.77 291.73 326.08

潜在株式調整後１株当たり 
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 29.3 31.3 28.8

営業活動による 
キャッシュ・フロー

(千円) 495,226 378,341 1,092,069

投資活動による 
キャッシュ・フロー

(千円) △518,963 1,715,840 △2,298,002

財務活動による 
キャッシュ・フロー

(千円) 272,505 △555,903 1,065,000

現金及び現金同等物の 
四半期末(期末)残高

(千円) 2,575,512 3,724,089 2,185,811

回次
第27期

第２四半期 
連結会計期間

第28期
第２四半期 
連結会計期間

会計期間
自  平成23年６月１日
至  平成23年８月31日

自  平成24年６月１日 
至  平成24年８月31日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 111.09 110.80
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当第２四半期連結累計期間において、当社及び当社の関係会社が営む事業の内容について、重要な変更

はありません。 

また、主要な関係会社の異動は、以下のとおりであります。 

（調剤薬局事業） 

平成24年６月に、株式会社メディケアサポートの全株式を新たに取得し、連結子会社といたしまし

た。 

（ヘルスケア事業） 

平成24年３月に、株式会社さつきの全株式を新たに取得し、連結子会社といたしました。 

（全社） 

平成24年４月に、投資事業を行う株式会社ヘルスケア・キャピタルを連結子会社として設立いたしま

した。 
  

この結果、平成24年８月31日現在では、当社グループは、当社、子会社10社、その他の関係会社１社に

より構成されております。 

  

２ 【事業の内容】
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当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。 

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。 

  

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。 

  

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ(当社及び連結子

会社)が判断したものであります。 

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、復興関連需要や経済政策による景気回復の動きが

見られたものの、雇用環境は依然厳しく世界的な景気減速や円高の常態化などの景気下振れリスクが内

在する先行き不透明な状態で推移しました。 

 調剤薬局業界及び介護業界におきましては、平成24年４月１日に調剤報酬改定・薬価改定・介護報酬

改定が同時に実施され、薬価は6.25%の引下げ、介護報酬は1.2%の引上げとなりました。 

 このような環境下、当社グループは調剤薬局事業及びヘルスケア事業におけるＭ＆Ａの実施や投資子

会社の設立により、グループ子会社10社体制にて事業規模拡大に取り組んでまいりました。 

 当第２四半期連結累計期間の業績につきましては、主力とする調剤薬局事業が薬価改定等の影響を受

けましたが、ヘルスケア事業及び医薬品卸事業の業績が寄与し、売上高は10,183百万円(前年同期比

5.8%増)となりました。一方、営業利益は576百万円(前年同期比3.6%減)、経常利益は546百万円(前年同

期比4.3%減)となりました。四半期純利益につきましては、投資有価証券売却益を特別利益に計上した

ため558百万円(前年同期比46.4%増)の増益となりました。 

セグメントの業績は次のとおりであります。 

① 調剤薬局事業 

調剤薬局事業におきましては、薬価引下げ等の影響を受けましたが、処方箋の長期化により処方箋単

価が前年を上回ったため既存店の売上高は微増となりました。新規出店につきましては、６月にフラワ

ー薬局柘植店(三重県)、７月にフラワー薬局くにじま店(大阪府)を開局しました。加えて、８月に子会

社である株式会社メディケアサポートが愛知県の２店舗を取得し、当社グループの店舗数は82店舗とな

りました。その結果、売上高9,172百万円(前年同期比3.8%増)、営業利益682百万円(前年同期比10.2%

減)となりました。 

② ヘルスケア事業 

ヘルスケア事業におきましては、介護付有料老人ホーム等６施設の入居率が増加したこと及び今年３

月に取得した訪問介護事業会社の業績が寄与したことにより、売上高は577百万円(前年同期比37.9%

増)、営業利益は82百万円(前年同期比318.1%増)となりました。 

③ 医薬品卸事業 

医薬品卸事業におきましては、厚生労働省によるジェネリック医薬品使用促進策のもと、積極的な営

業を展開したことにより、売上高は396百万円(前年同期比20.3%増)、営業利益は42百万円(前年同期比

176.6%増)となりました。（内部売上高を含む売上高は582百万円となり前年同期比23.6%増） 

④ 不動産事業 

不動産事業におきましては、不動産の賃貸業務により安定した収益を確保しております。不動産事業

の売上高は37百万円(前年同期比1.8%減)、営業利益は20百万円(前年同期比5.1%増)となりました。 

  

第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

２ 【経営上の重要な契約等】

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況
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当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物(以下、「資金」という。)は3,724百万円

となり、前連結会計年度末と比較して1,538百万円増加いたしました。 

当第２四半期連結累計期間における、各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであ

ります。 

(営業活動によるキャッシュ・フロー) 

営業活動の結果得られた資金は、378百万円(前年同期比117百万円の減少)となりました。これは、

主に税金等調整前四半期純利益997百万円、仕入債務の増加185百万円、減価償却費155百万円があっ

たものの、投資有価証券売却益451百万円、売上債権の増加101百万円、法人税等の支払343百万円が

あったことによるものであります。 

(投資活動によるキャッシュ・フロー) 

投資活動の結果得られた資金は、1,715百万円(前年同期は518百万円の支出)となりました。これ

は、主に投資有価証券の売却による収入2,747百万円があったものの、投資有価証券の取得による支

出557百万円、有形固定資産の取得による支出361百万円があったことによるものであります。 

(財務活動によるキャッシュ・フロー) 

財務活動の結果支出した資金は、555百万円(前年同期は272百万円の収入)となりました。これは、

主に長期借入金の純増加143百万円があったものの、短期借入金の返済による支出600百万円があった

ことによるものであります。 

  

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありませ

ん。 

  

該当事項はありません。 

  

(2) キャッシュ・フローの状況

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

(4) 研究開発活動
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該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

  

 
(注)  平成24年５月31日最終の株主名簿に記載又は記録された株主の所有株式数を、１株につき100株の割合をもって

分割いたしました。 

  

第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 6,000,000

計 6,000,000

② 【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間 
末現在発行数(株) 
(平成24年８月31日)

提出日現在
発行数(株) 

(平成24年10月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融 
商品取引業協会名

内容

普通株式 2,035,000 2,035,000
大阪証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ 
(スタンダード)

単元株式数 100株

計 2,035,000 3,035,000 ― ―

(2) 【新株予約権等の状況】

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

(4) 【ライツプランの内容】

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式 
総数増減数 

(株)

発行済株式
総数残高 
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金 
増減額 
(千円)

資本準備金
残高 
(千円)

平成24年６月１日 
(注)

2,014,650 2,035,000 ― 917,000 ― 837,050
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該当事項はありません。 

  

(6) 【大株主の状況】

平成24年８月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数 

(株)

発行済株式
総数に対する 
所有株式数 
の割合(％)

イオン株式会社 千葉市美浜区中瀬１丁目５－１ 510,000 25.06

株式会社南野 三重県津市観音寺町４４６－４２ 194,200 9.54

南野利久 三重県津市 181,200 8.90

ハウス食品株式会社 大阪府東大阪市御厨栄町１丁目５－７ 180,000 8.84

株式会社メディカル一光 三重県津市藤方５０１番地の６２ 118,900 5.84

メディカル一光従業員持株会 三重県津市藤方５０１番地の６２ 98,200 4.82

菊川東 三重県伊勢市 80,000 3.93

沢井製薬株式会社 大阪市淀川区宮原５丁目２－３０ 70,000 3.43

株式会社山陰合同銀行 島根県松江市魚町１０ 50,000 2.45

東邦ホールディングス株式会社 世田谷区代沢５丁目２－１ 36,200 1.77

計 ― 1,518,700 74.62

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成24年８月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) 普通株式 118,900 ― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 1,916,000 19,160 ―

単元未満株式 普通株式   100 ― ―

発行済株式総数 2,035,000 ― ―

総株主の議決権 ― 19,160 ―

② 【自己株式等】

平成24年８月31日現在

所有者の氏名 
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数 

(株)

他人名義
所有株式数 

(株)

所有株式数 
の合計 
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数 
の割合(％)

株式会社メディカル一光 三重県津市藤方501番地の62 118,900 ― 118,900 5.84

計 ― 118,900 ― 118,900 5.84

２ 【役員の状況】
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当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成

19年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。 

  

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成24年６月１

日から平成24年８月31日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成24年３月１日から平成24年８月31日ま

で)に係る四半期連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けており

ます。 

  

第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

２．監査証明について
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１【四半期連結財務諸表】 
(1)【四半期連結貸借対照表】 

(単位：千円)

前連結会計年度 
(平成24年２月29日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成24年８月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,185,811 3,724,089

売掛金 2,184,945 2,308,500

商品 798,055 883,752

その他 183,226 219,204

貸倒引当金 △1,300 △1,300

流動資産合計 5,350,738 7,134,246

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 2,920,673 2,860,620

土地 1,636,848 1,636,848

その他（純額） 203,309 583,989

有形固定資産合計 4,760,832 5,081,458

無形固定資産   

のれん 952,123 1,012,416

その他 160,349 166,635

無形固定資産合計 1,112,472 1,179,052

投資その他の資産   

投資有価証券 2,498,239 876,052

敷金及び保証金 457,275 456,782

その他 630,467 599,244

投資その他の資産合計 3,585,982 1,932,079

固定資産合計 9,459,287 8,192,591

資産合計 14,810,026 15,326,837

負債の部   

流動負債   

支払手形 6,442 5,826

買掛金 2,674,812 2,861,341

短期借入金 600,000 －

1年内返済予定の長期借入金 2,036,066 2,059,782

未払法人税等 349,226 443,206

賞与引当金 110,759 127,041

その他 348,324 479,241

流動負債合計 6,125,631 5,976,440

固定負債   

長期借入金 3,904,614 4,024,257

退職給付引当金 310,831 322,826

その他 199,496 198,668

固定負債合計 4,414,942 4,545,753

負債合計 10,540,573 10,522,193
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(単位：千円)

前連結会計年度 
(平成24年２月29日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成24年８月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 917,000 917,000

資本剰余金 837,050 837,050

利益剰余金 2,706,343 3,169,526

自己株式 △199,265 △199,265

株主資本合計 4,261,128 4,724,311

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 8,324 80,333

その他の包括利益累計額合計 8,324 80,333

純資産合計 4,269,452 4,804,644

負債純資産合計 14,810,026 15,326,837
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】 
【四半期連結損益計算書】 
【第２四半期連結累計期間】 

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年３月１日 
 至 平成23年８月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年３月１日 
 至 平成24年８月31日) 

売上高 9,621,130 10,183,805

売上原価 8,510,002 9,024,444

売上総利益 1,111,128 1,159,360

販売費及び一般管理費 ※１  513,270 ※１  583,274

営業利益 597,857 576,086

営業外収益   

受取利息 532 481

受取配当金 6,950 10,073

助成金収入 6,136 2,182

その他 3,443 4,700

営業外収益合計 17,064 17,437

営業外費用   

支払利息 38,579 39,205

その他 5,491 7,770

営業外費用合計 44,071 46,975

経常利益 570,850 546,548

特別利益   

固定資産売却益 21,352 －

投資有価証券売却益 120,112 451,433

貸倒引当金戻入額 100 －

その他 － 9,231

特別利益合計 141,564 460,664

特別損失   

固定資産除却損 754 9,601

賃貸借契約解約損 － 431

保険解約損 1,815 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 13,301 －

特別損失合計 15,871 10,033

税金等調整前四半期純利益 696,544 997,179

法人税、住民税及び事業税 336,382 444,190

法人税等調整額 △21,698 △5,999

法人税等合計 314,684 438,191

少数株主損益調整前四半期純利益 381,860 558,987

四半期純利益 381,860 558,987
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【四半期連結包括利益計算書】 
【第２四半期連結累計期間】 

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年３月１日 
 至 平成23年８月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年３月１日 
 至 平成24年８月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 381,860 558,987

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △53,475 72,009

その他の包括利益合計 △53,475 72,009

四半期包括利益 328,384 630,996

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 328,384 630,996
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年３月１日 
 至 平成23年８月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年３月１日 
 至 平成24年８月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 696,544 997,179

減価償却費 140,390 155,651

のれん償却額 41,087 48,577

賞与引当金の増減額（△は減少） 16,621 14,532

退職給付引当金の増減額（△は減少） 15,023 11,995

受取利息及び受取配当金 △7,483 △10,555

支払利息 38,579 39,205

投資有価証券売却損益（△は益） △120,112 △451,433

固定資産売却損益（△は益） △21,352 －

固定資産除却損 754 9,601

売上債権の増減額（△は増加） △174,973 △101,671

たな卸資産の増減額（△は増加） △22,594 △73,529

仕入債務の増減額（△は減少） 212,099 185,913

その他 △40,644 △76,713

小計 773,940 748,753

利息及び配当金の受取額 7,183 10,403

利息の支払額 △38,057 △37,464

法人税等の支払額 △247,840 △343,350

営業活動によるキャッシュ・フロー 495,226 378,341

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △235,964 △361,330

有形固定資産の売却による収入 205,168 －

無形固定資産の取得による支出 △77,373 △14,490

投資有価証券の取得による支出 △594,250 △557,094

投資有価証券の売却による収入 160,836 2,747,357

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による
支出

－ △80,421

事業譲受による支出 － △35,502

長期前払費用の取得による支出 △1,452 △1,430

差入保証金の差入による支出 △1,532 △1,715

差入保証金の回収による収入 56,476 5,020

長期未収入金の増加による支出 △358 －

長期未収入金の回収による収入 10,000 －

預り金の増減額（△は減少） △31,260 14,638

その他 △9,252 809

投資活動によるキャッシュ・フロー △518,963 1,715,840
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年３月１日 
 至 平成23年８月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年３月１日 
 至 平成24年８月31日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の返済による支出 － △600,000

長期借入れによる収入 1,050,000 900,000

長期借入金の返済による支出 △709,564 △756,640

リース債務の返済による支出 △1,870 △3,458

自己株式の処分による収入 10,368 －

配当金の支払額 △76,428 △95,805

財務活動によるキャッシュ・フロー 272,505 △555,903

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 248,768 1,538,277

現金及び現金同等物の期首残高 2,326,744 2,185,811

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１  2,575,512 ※１  3,724,089
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該当事項はありません。 

  

 
  

【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

当第２四半期連結累計期間
(自  平成24年３月１日  至  平成24年８月31日)

(連結の範囲の重要な変更)

第１四半期連結会計期間より、新たに子会社となった㈱さつき及び新たに設立した㈱ヘルスケア・キャピタル

を連結の範囲に含めております。 

 また、当第２四半期連結会計期間より、新たに子会社となった㈱メディケアサポートを連結の範囲に含めてお

ります。

【会計方針の変更等】

当第２四半期連結累計期間
(自  平成24年３月１日  至  平成24年８月31日)

(１株当たり当期純利益に関する会計基準等の適用)

第１四半期連結会計期間より、「１株当たり当期純利益に関する会計基準」（企業会計基準第２号 平成22年

６月30日）、「１株当たり当期純利益に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第４号 平成22年

６月30日公表分）及び「１株当たり当期純利益に関する実務上の取扱い」（実務対応報告第９号 平成22年６月

30日）を適用しております。 

 当第２四半期連結会計期間において株式分割を行いましたが、前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われ

たと仮定し、１株当たり四半期純利益金額を算定しております。 

 なお、これによる影響については、「１株当たり情報」に記載しております。

(有形固定資産の減価償却方法の変更)

第１四半期連結会計期間より、法人税法の改正(「経済社会の構造の変化に対応した税制の構築を図るための

所得税法等の一部を改正する法律」(平成23年12月２日 法律第114号)及び「法人税法施行令の一部を改正する

政令」(平成23年12月２日 政令第379号))に伴い、平成24年４月１日以後に取得した有形固定資産については、

改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。これによる損益への影響は軽微であります。

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

【追加情報】

当第２四半期連結累計期間
(自  平成24年３月１日  至  平成24年８月31日)

(会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用)

第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び

誤謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号 平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正

に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号 平成21年12月４日）を適用しております。
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  (偶発債務) 

下記の団体の金融機関からの借入に対して、債務保証を行っております。 

 
  

※１ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。 

 
  

※１  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

は、次のとおりであります。 

 
  

前第２四半期連結累計期間(自  平成23年３月１日  至  平成23年８月31日) 

１．配当金支払額 

 
  

当第２四半期連結累計期間(自  平成24年３月１日  至  平成24年８月31日) 

１．配当金支払額 

 
  

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

前連結会計年度
(平成24年２月29日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年８月31日)

医療法人財団公仁会 153,009 千円 136,316 千円

(四半期連結損益計算書関係)

前第２四半期連結累計期間
(自  平成23年３月１日
至  平成23年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成24年３月１日
至  平成24年８月31日)

役員報酬 112,367 千円 131,375 千円

給与手当 128,357 138,003

賞与引当金繰入額 10,347 11,780

退職給付費用 3,404 3,644

貸倒引当金繰入額 639 336

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

前第２四半期連結累計期間
(自  平成23年３月１日
至  平成23年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成24年３月１日
至  平成24年８月31日)

現金及び預金 2,575,512 千円 3,724,089 千円

現金及び現金同等物 2,575,512 3,724,089

(株主資本等関係)

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年３月30日 
取締役会

普通株式 76,428 4,000 平成23年２月28日 平成23年５月２日 利益剰余金

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年３月29日 
取締役会

普通株式 95,805 5,000 平成24年２月29日 平成24年５月８日 利益剰余金
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Ⅰ  前第２四半期連結累計期間(自  平成23年３月１日  至  平成23年８月31日) 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 
(注) １ セグメント利益の調整額△216,592千円には、各報告セグメントに配分していない全社費用220,156千円が含

まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

Ⅱ  当第２四半期連結累計期間(自  平成24年３月１日  至  平成24年８月31日) 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 
(注) １ セグメント利益の調整額△251,447千円には、各報告セグメントに配分していない全社費用254,120千円が含

まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

(単位:千円)

報告セグメント
調整額 
(注)１

四半期連結
損益計算書 
計上額 
(注)２

調剤薬局 
事業

ヘルスケア
事業

医薬品卸
事業

不動産事業 計

売上高

 外部顧客への売上高 8,835,064 418,545 329,450 38,070 9,621,130 ─ 9,621,130

 セグメント間の内部 
 売上高又は振替高

1,303 182 141,708 ─ 143,194 △143,194 ─

計 8,836,367 418,728 471,158 38,070 9,764,325 △143,194 9,621,130

セグメント利益 759,973 19,798 15,228 19,450 814,450 △216,592 597,857

(単位:千円)

報告セグメント
調整額 
(注)１

四半期連結
損益計算書 
計上額 
(注)２

調剤薬局 
事業

ヘルスケア
事業

医薬品卸
事業

不動産事業 計

売上高

 外部顧客への売上高 9,172,869 577,229 396,321 37,384 10,183,805 ─ 10,183,805

 セグメント間の内部 
 売上高又は振替高

1,435 182 185,994 ─ 187,612 △187,612 ─

計 9,174,305 577,411 582,315 37,384 10,371,417 △187,612 10,183,805

セグメント利益 682,187 82,781 42,123 20,441 827,533 △251,447 576,086
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１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

 
(注) １  当社は、平成24年６月１日付で、普通株式１株につき100株の割合で株式分割を行っております。前連結会

計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、１株当たり四半期純利益金額を算定しております。 

２  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

  

第１四半期連結会計期間より、「１株当たり当期純利益に関する会計基準」(企業会計基準第２号  

平成22年６月30日)、「１株当たり当期純利益に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第

４号  平成22年６月30日公表分)及び「１株当たり当期純利益に関する実務上の取扱い」(実務対応報告

第９号  平成22年６月30日)を適用しております。この適用により、当第２四半期連結会計期間に行っ

た株式分割は、前連結会計年度の期首に行われたと仮定して１株当たり四半期純利益金額を算定してお

ります。 

これらの会計基準等を適用しなかった場合の、前第２四半期連結累計期間の１株当たり四半期純利益

金額は以下のとおりです。 

１株当たり四半期純利益金額    19,977円06銭 

  

該当事項はありません。 

  

(１株当たり情報)

項目
前第２四半期連結累計期間
(自  平成23年３月１日
至  平成23年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成24年３月１日
至  平成24年８月31日)

 １株当たり四半期純利益金額 199円77銭 291円73銭

 (算定上の基礎)

  四半期純利益(千円) 381,860 558,987

  普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

  普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 381,860 558,987

  普通株式の期中平均株式数(株) 1,911,492 1,916,100

(会計方針の変更)

(重要な後発事象)

－ 18 －



  

該当事項はありません。 

  

２ 【その他】

－ 19 －



該当事項はありません。 

第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

－ 20 －



  

平成24年10月５日

株式会社メディカル一光 

取締役会  御中 

  
 

  
 

  

 

  

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株
式会社メディカル一光の平成24年３月１日から平成25年２月28日までの連結会計年度の第２四半期連結会計
期間(平成24年６月１日から平成24年８月31日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成24年３月１日から平
成24年８月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算
書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを
行った。 
  
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任 
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して

四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示の
ない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用す
ることが含まれる。 
  
監査人の責任 
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半
期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。 
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実

施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国にお
いて一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定され
た手続である。 
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。 

  
監査人の結論 
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社メディカル一光及び連結子会社の
平成24年８月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャ
ッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなか
った。 
  
利害関係 
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上 
  

   

独立監査人の四半期レビュー報告書

有限責任監査法人トーマツ

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士    水    野    信    勝    印

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士    西    原    浩    文    印

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。


